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1) 佐藤和子: 系統看護学講座 専門 11. 脳・神経疾患患者の看護 第 11 版. 医学

書院, 東京, 269-282, 2008 
2) 足立経一: これでわかる NERD 診療のすべて. 木下芳一, 足立経一編: 第 4 章 

NERD はどのように診断すればいいの？（NERD の症状・診断）, 南江堂,  東
京, 45-68, 2007 

3) 足立経一: これでわかる NERD 診療のすべて. 木下芳一, 足立経一編:南江堂, 
東京, 15-25, 2007 

4) 足立経一: レジデントのための消化器診療スケジュール. 木下芳一, 足立経

一編: 消化器疾患. 南江堂, 東京, 80-83,  2007 
5) 大森眞澄,  玉田明子: 根拠がわかる精神科看護技術. 山本勝則, 藤井博英編:

メヂカルフレンド社, 東京, 362-367, 2008 
6) 足立経一: よくわかる病態生理学 3 消化器疾患. 森脇久隆編: 胃食道逆流症. 

コアカリ対応, 日本医事新報社, 東京, 29-23,  2007 
7) 足立経一: これならわかるバレット食道. 木下芳一 監修. 天野祐二編集: バ

レット食道の胃食道逆流症における位置付けと症状の特徴は何か?, ヴァン

メディカル, 東京, 37-43, 2008 
 
学術論文 
1) 中谷久恵, 矢田昭子, 大村典子, 笠柄みどり, 福間美紀, 廣野祥子, 村松恵子, 

光岡攝子: 「しまね家族ケア研究会」の教育的機能と地域貢献. 家族看護 5(2): 
103-107, 2007  

2) 矢田 昭子, 笠柄 みどり, 吉田由美: 保育所実習が看護学生の子ども観に及

ぼす影響. 島根大学医学部紀要(30): 35-42, 2007 
3) 矢田 昭子, 笠柄 みどり, 金井理恵, 子どもが亡くなった後の家族への看護. 

小児看護 30(12):  1724-1731, 2007  
4) 玉田明子, 原祥子, 吉田由美: 授業「養護概論」の事前学習における学生の学

び－保健室見学と養護教諭へのインタビューを導入して－: 島根大学医学部

紀要 30: 43-50, 2007  
5) 津本優子, 矢田昭子, 内田宏美, 佐藤和子, 原祥子, 大森眞澄: 看護学実習評

価システム本稼動後の問題点と課題 . 医療情報学連合大会論文集 (27): 
1320-1321,  2007 
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古田賢司, 木下芳一: プロトンポンプ阻害薬（PPI）内服時間の酸分泌抑制効
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45) 大森眞澄, 玉田明子, 上岡澄子: 一般病院精神科病棟における精神看護学実

習での学生の学びの特徴と課題島根大学医学部紀要 31: 2008 
46) 杉谷藤子, 佐藤和子, 吉川洋子, 高梨信子, 矢田昭子, 平野文子, 大森眞澄, 
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1) 樽井惠美子, 新宮典子: 大学入学時のグループ学習による学習方法の育成～

看護大学生の入学時と入学半年後の比較～. 日本医学看護学教育学会. 高知, 
2007 年 3 月 

2) 樽井惠美子, 新宮典子: 大学入学時のグループ学習による学習方法の育成～

看護大学生の入学時と入学半年後の比較～. 第 17 回日本医学看護学教育学

会. 高知, 2007 年 3 月 
3) 小倉之子, 佐藤和子: 看護職の呼吸ケアに関する研究内容の分析. 第 18 回日

本医学看護学教育学会学術集会. 出雲, 2007 年 4 月 
4) 松浦梨絵, 江藤剛, 渡邉克俊, 三原記子, 大森眞澄, 玉田明子: 病棟禁煙化が

喫煙経験のある精神疾患患者へ及ぼす影響と看護師の役割. 第 32 回日本精

神科看護学会. 島根, 2007 年 5 月 
5) Sachiko Hara, Akiko Tamada, Yumi Yoshida:  Effects of observation of school 

nurse offices, ntroduced as prior learning for a class called “Introduction to School 
Health & Nursing”The 13th Annual Qualitative Health Research Conference 2007. 
Korea, 2007 年 6 月 

6) 佐藤和子: 手術に向かう患者に寄り添う看護. 第 3 回日本クリテカルケア学

会. 福岡. 2007 年 6 月 
7) 矢田昭子, 笠柄みどり, 吉田由美: 看護学生の保育所実習の学習効果. 日本

小児看護学会第 17 回学術集会. 松本, 2007 年 7 月 
8) 佐藤和子, 小倉之子, 上岡澄子: 術後肺癌患者に行う呼吸ケアの運動強度に

関する研究. 第 33 回日本看護研究学会学術集会. 盛岡, 2007 年 7 月 
9) 鈴木真貴子, 上岡澄子, 小倉之子: 患者とともに糖尿病食を計量・試食する体

験からの学生の学び. 第 33回日本看護研究学会学術集会. 盛岡, 2007年 7月 
10)  小中綾子, 大森眞澄, 玉田明子, 岡﨑美智子: 精神障害者の地域園芸活動を

通した生活空間拡大の効果に関する検討―長期入院精神障害者における退
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院支援―. 第 20 回日本看護福祉学会全国学術大会. 京都, 2007 年 7 月 
11)  矢田昭子, 笠柄みどり, 吉田由美: 看護学生の保育所実習の学習効果. 日本

小児看護学会. 長野, 2007 年 7 月 
12)  樽井惠美子, 新宮典子: 学外組織を含むグループ学習による学習方法の育

成－看護大学生の入学時と半年後の比較－. 日本看護教育学学会. 福岡, 
2007 年 8 月 

13)  鈴木真貴子, 上岡澄子: １型糖尿病患者が抱く発症初期の思い. 第 12 回日

本糖尿病教育・看護学会学術集会. 千葉, 2007 年 9 月 
14) 吉川洋子, 佐藤和子, 矢田昭子, 平野文子, 大森眞澄, 高梨信子, 笠柄みど

り: 患者が非倫理的と受け止めた看護者のケア. 第 38 回日本看護学会―看

護管理―. 和歌山, 2007 年 10 月 
15) 黒田育子, 大森眞澄: 地域で暮らす統合失調症患者の恋愛･結婚に関する悩

みと支援. 第 38 回日本看護学会―地域看護―. 山形, 2007 年 10 月 
16) 吉川洋子, 佐藤和子: 患者が非倫理的と受け止めた看護者のケア. 日本看護

学会.  2007 年 10 月 
17) 長田京子, 吉田由美, 新宮典子, 玉田明子: 看護系大学における養護教諭一

種課程におけるカリキュラムの評価（中間報告）. 第 66 回日本公衆衛生学

会総会. 愛媛, 2007 年 10 月 
18) 津本優子, 矢田昭子, 内田宏美, 佐藤淑子, 原祥子, 大森眞澄: 看護学実習

評価システム本稼働後の問題点と課題. 第 27 回医療情報学連合大会. 神戸, 
2007 年 11 月 

19) 鈴木真貴子, 高田晃平: 肉眼的解剖実習の評価. 第 27 回日本看護科学学会

学術集会. 東京, 2007 年 12 月 
20) 鈴木真貴子, 高田晃平: エクササイズボールに座ることが身体機能に及ぼ

す影響. 第 18 回日本医学・看護学教育学会学術学会. 出雲, 2008 年 3 月 
21) 小倉之子, 佐藤和子: 看護職の呼吸ケアに関する研究内容の検討. 第 18 回

日本医学看護学教育学会. 出雲, 2008 年 3 月 
22) 岡礼子, 矢田昭子: 医療依存度の高い子どもの交流会. 中四国小児保健小児

保健. 松江, 2008 年 4 月 
23) 西島祥子, 矢田昭子: 予後不良と診断された先天性疾患の子どもを持つ親

の思い. 第 17 回中国・四国小児保健学会. 松江, 2008 年 6 月 
24) 小倉之子, 佐藤和子, 佐藤美紀子, 山口美智子, 上岡澄子: インフォーム

ド・コンセントの場に同席した学生の学び. 第 39 回日本看護学会. 2008 年

8 月 
25) 佐藤美紀子, 佐藤和子, 小倉之子, 山口美智子, 上岡澄子: インフォーム

ド・コンセントの場に同席した看護学生の学びの共有. 第 39 回日本看護学
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会. 2008 年 8 月 
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